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町内の主なできごとと、頑張っているみなさんの姿をお伝えします！

途別小学校　もちつき集会

豊作の喜びを噛みしめて
　途別小の児童たちが５月に田植えを行い、大切に育
ててきたもち米「きたゆきもち」。９月に収穫し、10月に
は脱穀を行いました。
　この日は、待ちに待ったもちつき集会。地域のみなさ
んも一緒にもちをつき、みたらし団子やごま団子、いち
ご大福などを作りました。児童たちは米づくりの苦労
と豊作の喜びを分かち合いながら、つきたての味を楽
しみました。

12/２

齋藤 茉子さん（幕別小学校４年生）

初の全国大会は「諦めずに頑張る」
　幕別小４年の齋藤茉子さん（池田少年団）が、第31回
全国小学生バドミントン選手権大会の４年生以下女子
ダブルスに出場します。
　９月に開催された北海道予選では、ペアを組む池田
小４年の選手と第３位を獲得。声掛けや雰囲気作りを
大切にし、励まし合って勝ち進みました。初めての全国
大会を前に、齋藤さんは「最後までミスなく、諦めない
で頑張りたい」と目標を話しました。

12/８

道の駅忠類

16,000球の灯りでお出迎え
　毎年実施されている道の駅忠類のイルミネーション
が始まりました。同事業は「アルコ守り隊」が設置作業
を実施。今年は電飾を4,000球増やし、道の駅とホテルア
ルコを鮮やかに照らしています。
　道の駅裏の「愛と幸せの鐘」の周辺はハート形のイル
ミネーションとなっており、映えスポット！ぜひご覧
にいらしてください。
　点灯期間は２月中旬までを予定しています。

11/29

まくべつの恵み給食

おいしいお肉をいただきます！
　町で作られた食材を中心に提供される「まくべつの
恵み給食」で、忠類和牛改良組合から忠類の保育所・小
中学校・駒畠保育所にＡ５ランクの忠類産和牛ハンバー
グが無償で提供されました。
　忠類中学校では、給食の前に同組合事務局西川さん
から和牛が食卓に並ぶまでの過程が説明され、生徒た
ちは手間暇かけて和牛が生産されていることを学びま
した。

11/25

忠類中学校
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保険のことならなんでもご相談ください。

自動車保険、生命保険、医療保険等

ウイズT&C株式会社
札内桜町136番地30-4 ☎0155-28-7700

保険のウイズで一緒に働きませんか？

保険の仕事に興味のある方募集中です。

創業80周年記念に寄附

有限会社𠮷田時計電器に感謝状
　有限会社𠮷田時計電器（錦町）は「街のでんきやさん」
としてみなさんの暮らしを支え、創業80周年を迎えま
した。この日、創業80周年を記念して80万円の寄附金を
頂き、飯田町長から代表取締役の𠮷田賢治さんに感謝
状を手渡しました。
　寄附金は、「未来を担う子どもたちを守り育てる事
業」に活用させていただきます。

11/24

飯田町長 代表取締役 𠮷田 賢治さん

企業版ふるさと納税

株式会社アルムシステムに感謝状
　高齢者施設やホテルなどを経営する株式会社アルム
システム（帯広市）から、企業版ふるさと納税として100
万円の寄附金を頂きました。町は10月から企業版ふる
さと納税の受け付けを開始し、同社が第１号。「魅力あ
る高校づくり支援事業」に活用させていただきます。
　清信里樹副社長は「SDGs（持続可能な開発目標）の活
動など、やる気に満ちた幕別清陵高校生の姿勢に魅力を
感じた。『人財』育成に役立ててほしい」と話しました。

12/８

飯田町長 清信 里樹 副社長 菅野教育長

全国技能士会連合会

遠藤克己さん全国表彰
　遠藤工務店（緑町）を営む遠藤克己さんが全国
技能士会連合会から表彰を受けました。技能士
会はさまざまな分野のものづくりの匠が互いの
連携を深め、技術の向上や後進の育成を目指し
て設立された団体で、遠藤さんは50年以上会員
として活躍されています。今回は遠藤さんの技
能士会における長年の功績が認められ、賞が贈
られました。
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「後発地震注意情報」を知ろう！

巨大地震に備える
防災環境課

防災危機管理係
（☎ 54-6601）

　日本海溝・千島海溝周辺でマグニチュード 7.0 以上の大きな地震が
あった場合に、周辺でさらに大きな地震が発生する可能性があること
への注意を促す「北海道・三陸沖後発地震注意情報」（以下「後発地震注意情報」）が内閣府・気象庁から発信
されることになりました。

▶幕別町防災公式ＬＩＮＥ
二次元コードを読み込み、「友だち
に追加」で登録ください。

ＩＤ検索はコチラ⇒⇒⇒＠makubetsu

▶防災情報メール
二次元コードから、または下記アドレ
スへ空メールを送信し、登録ください。

touroku.makubetsu-town@raiden.ktaiwork.jp

▶地球を守る。未来を守る。そのために今できることを。

×
幕別町

ゼロカーボン行動
十勝宣言

環 境 ナ ビ 防災環境課
地域環境係

（☎ 54-6601）

　冬季はエネルギーの使用が増える季節であり、今冬の電力需給は全国的に厳しい見通しとなっていることから、資
源エネルギー庁では12月から３月までの間で節電への協力を呼び掛けています。北海道では、冬季の家庭での電気使
用量の３分の１を暖房が占めており、そこに冷蔵庫や照明を合わせると、全体の半分以上となります。少しの工夫で
できる取り組みを紹介しますので、町民のみなさんも協力ください。

◆冬季の省エネ・節電に協力ください

暖房
・重ね着などをして、室温を下げましょう。
・窓には厚手のカーテンを掛けましょう。
・扇風機やサーキュレーターで部屋の上部の暖気を循環させましょう。

照明 ・リビングや寝室などの部屋の明るさを下げましょう。
・不要な照明は消しましょう。

冷蔵庫
・温度設定を「強」→「中」にするなど、冷やしすぎを避けましょう。
・扉を開けている時間を減らしましょう。
・壁との間に適切な間隔を空けて設置しましょう。

テレビ ・省エネモードに設定して、画面の輝度を下げましょう。
・見ていないときは消しましょう。

洗濯機 ・容量の８割以上を目安にまとめ洗いをしましょう。

温水洗浄便器 ・タイマー節電機能を利用しましょう。機能がない場合は、便座保温・温水の設定温度を下げ、便座
のふたを閉じましょう。

床暖房 ・就寝や外出の30分前に電源を切るよう心掛けましょう。
公共交通機関 ・なるべく公共交通機関を利用しましょう。
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重ね着を
しましょう

【出典】経済産業省
資源エネルギー庁

「冬季の省エネ・節
電 メ ニ ュ ー 」よ り

    家庭における電気の使用割合（冬季の１日間）

    省エネ・節電への取り組み
不要な照明は
消しましょう

室温設定を
下げましょう

暖房
35.4％

冷蔵庫
14.8％

後発地震注意情報について

必ず地震が発生するものではありません

　地震が来ることは予測できません。
　大切なことは、日頃から備えをしておく
ことです。
　冬本番の災害を想定して、備蓄品や非常
持出品などを確認しておきましょう。

最後に

　「後発地震注意情報」が発信されたからといって、必ず巨大
地震が発生するというものではありません。
　下の図を参考に、日頃からの地震への備えを再確認し、後
発地震の発生に備えた防災対応をとりましょう。
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ラジオ

　日本海溝・千島海溝周辺でマグニチュード 7.0 以上の地震
が発生した後に、さらに大きな規模の地震が発生した事例な
ども確認されています。

　幕別町では、「後発地震注意情報」が内閣府・気象庁から発
信された場合、防災行政無線や防災情報メール、幕別町防災公
式 LINE などで日頃からの地震への備えの再確認や、地震発生後、
特に１週間の間は、揺れを感じたらただちに避難できる態勢を
整えるように呼び掛けを行います。

東日本大震災 のときは

３月９日
Ｍ7.3

３月11日
Ｍ9.0続いて

発生


